
大使館の屋上から見た夕焼けのモモトンボ火山、
マナグア市は高いビルがほとんどない

　
大
使
館
の
仕
事―

経
済
協
力
を
中
心
に

2
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一
　
大
使
館
の
仕
事

　
小
規
模
公
館
で
は
、
規
模
に
も
よ
る
が
約
三
〇
人
が
働
い
て
い
る
。
大
使
を
含
め
た
日
本
人
（
館
員
）
が

一
〇
人
ば
か
り
、
現
地
で
採
用
さ
れ
た
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
二
〇
人
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

さ
ら
に
後
述
す
る
草
の
根
援
助
を
担
当
す
る
委
嘱
員
が
三
〜
四
名
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
大
使
は
館
全
体

を
統
括
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
コ
ラ
ム
１
）
。
大
使
館
の
仕
事
は
大
き
く
分
け
る
と
、
外
交
・
政
務
、
経

済
、
経
済
協
力
、
領
事
業
務
、
文
化
・
広
報
等
で
あ
る
。
経
済
協
力
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
外
交
・
政

務
の
仕
事
は
、
外
交
上
の
問
題
を
外
務
本
省
の
指
示
の
も
と
、
任
国
政
府
に
働
き
か
け
交
渉
を
行
う
。
日

本
が
国
連
に
提
案
す
る
案
（
た
と
え
ば
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
改
革
案
）
な
り
、
国
連
機
関
の
日
本
人
候

補
（
た
と
え
ば
、
国
連
開
発
計
画
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
総
裁
選
挙
）
を
支
持
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
こ
と
が
含
ま
れ
る
。

任
国
に
お
け
る
政
治
状
況
の
把
握
・
情
報
収
集
と
い
っ
た
仕
事
も
入
る
。
経
済
の
仕
事
は
、
任
国
の
経
済

状
況
の
把
握
・
情
報
収
集
の
ほ
か
、
日
本
企
業
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
当
地
の
投
資
環
境
を
説
明
し
た

り
す
る
。
領
事
関
連
の
仕
事
で
一
番
大
切
な
の
は
、
日
本
人
の
生
命
、
財
産
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く

に
日
本
人
旅
行
客
が
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
き
に
そ
の
解
消
に
努
め
る
。
旅
行
者
が
強
盗
に
あ
っ
て
パ
ス

ポ
ー
ト
を
盗
ら
れ
た
り
す
る
と
再
発
行
や
一
時
帰
国
用
許
可
証
を
出
し
た
り
す
る
の
が
こ
の
例
で
あ
る
。
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　第二章　大使館の仕事―――経済協力を中心に―――

文
化
・
広
報
の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
日
本
の
芸
術
や
文
化
の
紹
介
、
日
本
人
演
奏
家
の
公
演
開
催
、

関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
逆
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
芸
術
家
や
文
化
人
の
日
本
訪
問

の
手
助
け
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
大
使
館
独
自
で
行
う
行
事
の
ほ
か
、
大
使
館
は
国
際
交
流
基
金
と
密
接
に

連
携
し
て
こ
う
し
た
種
々
の
文
化
案
件
を
進
め
て
い
る
。
経
済
協
力
を
含
め
て
こ
う
し
た
広
範
囲
の
仕
事

を
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
よ
う
な
小
規
模
公
館
で
は
わ
ず
か
十
人
ぐ
ら
い
の
館
員
た
ち
が
分
担
し
て
い
る
。
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　第二章　大使館の仕事―――経済協力を中心に―――

　
マ
ナ
グ
ア
に
は
三
〇
以
上
の
大
使
館
が
あ
り
、
大
使
が
常
駐
し
て
い
る
。
大
使
を
送
っ
て
い
な
い
国
も

ス
イ
ス
や
カ
ナ
ダ
の
よ
う
に
そ
の
国
の
援
助
機
関
が
事
務
所
を
構
え
て
い
る
。
ま
た
、
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ

Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
な
ど
の
国
連
機
関
、
世
界
銀
行
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
、
米
州
開
発
銀
行
（
Ｉ
Ｄ
Ｂ
）
等
の

事
務
所
も
あ
り
、
外
交
団
の
数
は
か
な
り
に
上
る
。
こ
れ
ら
大
使
館
等
と
の
交
流
・
協
調
を
深
め
る
活
動

も
行
わ
れ
て
い
る
。
経
済
協
力
に
お
い
て
各
国
の
重
複
や
無
駄
を
省
く
た
め
の
援
助
協
調
委
員
会
と
い
っ

た
ま
じ
め
な
会
合
か
ら
息
抜
き
の
た
め
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
活
動
が
行
わ
れ
、
そ
う

い
っ
た
活
動
に
も
日
本
大
使
館
は
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
（
コ
ラ
ム
２
）
。
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　第二章　大使館の仕事―――経済協力を中心に―――
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　第二章　大使館の仕事―――経済協力を中心に―――

二
　
重
要
な
経
済
協
力
の
仕
事

　
日
本
の
経
済
協
力
は
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
と
も
言
わ
れ
る
が
、
大
き
く
は
有
償
資
金
協
力
、
無
償

資
金
協
力
、
技
術
協
力
に
分
け
ら
れ
る
（
図
３
）
。
有
償
資
金
協
力
は
資
金
を
貸
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
貸

し
出
さ
れ
た
円
建
て
資
金
は
、
市
場
金
利
よ
り
は
低
い
利
子
が
付
く
が
借
り
手
国
は
元
本
と
金
利
分
を
返

済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
的
に
「
円
借
款
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
借
り
手
国
は
そ
の
資
金
で
高
速

道
路
や
水
力
発
電
所
等
を
建
設
す
る
。
無
償
資
金
協
力
は
資
金
を
対
象
国
に
無
償
で
提
供
す
る
。
供
与
さ

れ
た
国
は
そ
れ
を
返
済
し
な
く
て
よ
い
の
で
贈
与
あ
る
い
は
グ
ラ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
。
無
償
資
金
協
力
に

は
一
般
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
無
償
（
学
校
や
病
院
の
建
設
等
）
、
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
（
地
方
の
小

規
模
案
件
の
他
、
内
戦
後
の
復
興
や
難
民
対
策
に
活
用
）
、
水
産
無
償
（
漁
港
や
魚
市
場
の
建
設
等
）
、
文
化
無

償
（
博
物
館
へ
の
照
明
施
設
や
学
校
へ
の
体
育
機
材
の
供
与
等
）
が
あ
る
。
ま
た
財
を
購
入
す
る
た
め
の
無
償

資
金
供
与
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
ノ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
無
償
と
貧
困
農
民
支
援
の
二
種
類
が
あ
る
。
ノ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
無
償
は
、
被
援
助
国
の
マ
ク
ロ
経
済
安
定
化
の
た
め
に
工
業
用
中
間
財
（
鉄
鋼
製
品
、
セ
メ
ン

ト
、
化
学
原
材
料
等
）
を
提
供
す
る
。
貧
困
農
民
支
援
は
零
細
農
民
を
助
け
る
た
め
に
化
学
肥
料
や
農
機
具

等
を
提
供
す
る
（
一
般
的
に
２
Ｋ
Ｒ
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
二
〇
〇
五
年
に
「
食
糧
増
産
無
償
」
と
名
称
変
更
）
。

　 41



2 : 2009/9/29(15:46)

図３. 　政府開発援助の分類

（注１）　ニカラグアでは「見返り資金」の原資は、図中１一般無償資金協力のｃノ
ン・プロジェクト無償と６貧困農民支援無償の現地通貨積み立て分より成る。
（注２）　２００８年１０月１日より、国際協力機構（JICA）に外務省の無償資金協
力と国際協力銀行（JBIC）の円借款部門が移管される。但し、ノン・プロジェクト
無償、草の根・人間の安全保障無償、緊急無償等は引き続き外務省に残る予定。

出所：政府開発援助白書等より筆者作成。
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　第二章　大使館の仕事―――経済協力を中心に―――

こ
う
し
た
財
の
授
受
に
は
国
際
的
で
中
立
的
な
調
達
業
者
が
選
ば
れ
て
行
っ
て
い
る
。

　
日
本
は
こ
う
し
た
財
の
調
達
に
必
要
な
資
金
を
相
手
国
政
府
の
口
座
に
直
接
入
金
し
、
調
達
業
者
は
こ

の
資
金
を
用
い
て
国
際
市
場
で
必
要
な
財
を
購
入
し
相
手
国
に
送
る
。
相
手
国
の
中
小
企
業
や
零
細
農
民

は
そ
れ
ら
の
財
を
市
場
価
格
よ
り
安
い
値
段
で
な
お
か
つ
現
地
通
貨
で
購
入
す
る
。
こ
の
購
入
代
金
は
中

央
銀
行
に
積
み
立
て
ら
れ
て
相
手
国
政
府
の
開
発
資
金
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
。
こ
の
積
み
立
て
資
金
は

「
見
返
り
資
金
」
と
呼
ば
れ
る
。
日
本
か
ら
の
無
償
資
金
が
相
手
国
の
開
発
に
二
回
役
立
つ
こ
と
に
な
る
わ

け
で
大
変
興
味
あ
る
制
度
と
い
え
る
（「
見
返
り
資
金
」
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い

て
行
わ
れ
た
「
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
」
や
日
本
の
戦
後
復
興
の
た
め
に
行
わ
れ
た
ガ
リ
オ
ア
・
エ
ロ
ア
資
金
、
公

法
四
八
〇
号
の
農
産
物
援
助
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た
仕
組
み
で
あ
る
）
。

　
技
術
協
力
は
日
本
の
高
い
技
術
を
相
手
国
に
伝
え
る
も
の
で
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
実
施
を
担

当
し
て
い
る
。
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
農
・
林
・
水
産
業
開
発
、
畜
産
開
発
、
地
図
作
成
、
中
小
企
業
支
援

対
策
等
の
具
体
的
技
術
協
力
を
専
門
家
、
研
修
、
機
材
等
の
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
、

開
発
調
査
（
開
発
に
役
立
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
で
こ
の
調
査
結
果
が
一
般
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
無
償
案
件
に
引
き
継
が
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
）
、
日
本
人
専
門
家
派
遣
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
派
遣
、
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
、
相
手
国
研
修
生
の
受
け
入
れ
、
災
害
緊
急
援
助
（
災
害
に
際
し
て
毛
布
、
テ
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ン
ト
、
薬
品
、
小
型
発
電
機
等
の
物
資
を
緊
急
に
送
る
）
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
大
使
館
は
こ
う
し
た
日
本
の
経
済
協
力
案
件
を
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
現
地
で
モ
ニ
タ
ー
す
る
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
ら
が
成
功
す
る
よ
う
に
管
理
・
監
督
を
行
っ
て
い
る
。
経
済
協
力
の
最
前
線
基
地
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、
協
力
案
件
の
決
定
過
程
に
も
大
使
館
は
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

三
　
援
助
の
目
的

　
こ
こ
で
、
な
ぜ
援
助
を
行
う
の
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
若
干
考
え
て
み
よ
う
。
大
使
館
は
、

日
本
人
の
財
産
と
生
命
を
守
り
、
国
益
に
沿
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
が
、
日
本
は
軍
隊
を
持
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
軍
事
力
を
行
使
で
き
な
い
日
本
の
外
交
上
の
唯
一
の
手
段
あ
る
い
は
武
器
は
援
助
で
あ
る

と
い
え
る
。
援
助
は
、
発
展
途
上
国
の
貧
困
削
減
に
寄
与
し
、
人
道
的
配
慮
か
ら
行
う
も
の
の
ほ
か
、
究
極

的
に
は
巡
り
巡
っ
て
日
本
の
国
益
に
還
元
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
利
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
行
わ
れ
る
。
ま

さ
に
「
情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
」
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
相
手
国
の
経
済
発
展
を
支
援
す
る
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
（
道
路
、
港
湾
、
空
港
、
電
力
、
通
信
等
）
へ
の
援
助
は
、
そ
れ
に
よ
り
同
国
の
製
造

業
の
発
展
を
助
け
、
段
階
的
に
日
本
か
ら
の
部
品
輸
入
な
ど
を
増
や
し
、
ま
た
日
本
か
ら
の
投
資
を
呼
び
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　第二章　大使館の仕事―――経済協力を中心に―――

込
み
、
さ
ら
に
同
国
の
所
得
が
増
え
る
こ
と
で
日
本
と
の
連
携
関
係
が
強
ま
る
と
い
っ
た
効
果
を
も
た
ら

す
。
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
今
ま
で
の
日
本
か
ら
の
援
助
は
正
に
こ
う
し
た
好
例
で
あ
る
。
相
手
国

の
発
展
に
伴
い
巡
り
巡
っ
て
日
本
も
繁
栄
を
享
受
す
る
、
す
な
わ
ち
共
存
共
栄
の
精
神
で
あ
る
。

四
　
援
助
の
仕
組
み
と
選
択
過
程

　
援
助
案
件
は
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
近
で
は
発
展
途
上
国
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

尊
重
、
す
な
わ
ち
自
助
努
力
の
優
先
が
い
わ
れ
る
。
被
援
助
国
側
が
自
主
的
に
選
ん
だ
援
助
案
件
を
政
策

協
議
の
場
を
通
じ
て
決
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
の
「
要
請
主
義
」
と
そ
れ
ほ
ど
矛

盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
が
援
助
案
件
を
勝
手
に
決
め
る
の
で
は
な
く
て
、
現
地
政
府
が
優
先
度
の

高
い
順
か
ら
案
件
を
決
め
て
日
本
と
協
議
す
る
。
毎
年
八
月
末
ま
で
に
東
京
の
外
務
本
省
あ
て
に
次
年
度

行
う
援
助
案
件
を
提
出
す
る
、
い
わ
ば
締
め
切
り
が
あ
る
（
本
省
は
、
こ
れ
を
要
望
調
査
と
呼
ん
で
い
る
）
。

そ
こ
で
大
使
館
は
五
月
ぐ
ら
い
か
ら
現
地
の
相
手
国
外
務
省
を
通
し
て
日
本
に
要
請
す
る
援
助
案
件
を
各

省
庁
が
挙
げ
る
よ
う
依
頼
す
る
。
相
手
国
外
務
省
は
こ
れ
ら
の
要
望
案
件
を
ま
と
め
て
、
優
先
順
位
を
付

け
大
使
館
と
協
議
す
る
。
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一
方
、
各
日
本
大
使
館
で
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
と
い
う
現
地
援
助
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
現
地
政
府
と
の
政
策
協
議
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
。
大
使
館
の
援
助
担
当
官
を

中
心
と
し
て
、
現
地
に
事
務
所
の
あ
る
場
合
は
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
、
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ

Ｃ
）
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
等
の
担
当
者
も
加
え
た
い
わ
ば
「
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の

援
助
検
討
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の
検
討
グ
ル
ー
プ
は
定
例
で
月
一
回
は
集
ま
り
援
助
関
連
の
議
論
を
行

い
、
お
互
い
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
毎
回
で
は
な
い
に
せ
よ
、
現
地
政
府
側
の
援
助
担
当
者
も
会

に
出
席
す
る
。
こ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
現
地
政
府
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
援
助
案
件
を
検
討
す
る
。
そ
の

際
、
案
件
選
択
の
基
準
と
な
る
の
は
、
日
本
の
「
国
別
援
助
計
画
」
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
そ
の
国
に
対

す
る
開
発
優
先
分
野
で
あ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
こ
の
「
国
別
援
助
計
画
」
が
最
近
で
は
二
〇
〇
二
年
に

作
成
さ
れ
、
そ
の
中
で
六
分
野
が
開
発
優
先
分
野
と
し
て
決
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
農
業
・
農
村
開
発
、

保
健
・
医
療
、
教
育
、
道
路
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
防
災
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
民
主
化
支
援
）
で
あ
る
。

　
毎
年
八
月
二
十
日
前
後
に
大
使
館
と
現
地
外
務
省
の
経
済
協
力
担
当
官
と
の
共
同
の
会
議
（
政
策
協
議
）

が
開
か
れ
る
。
そ
こ
に
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
外
務
省
次
官
（
経
済
協
力
担
当
）
も
出
席
し
て
次
年
度
援
助
案
件
の

日
本
申
請
分
を
協
議
し
最
終
決
定
す
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
側
の
優
先
順
位
と
日
本
側
の
意
見
が
分
か
れ
る
と

き
は
調
整
が
図
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
決
め
ら
れ
た
案
件
（
例
年
優
先
順
位
に
応
じ
無
償
案
件
一
〇
ぐ
ら
い
と
技

46 　



2 : 2009/9/29(15:46)

　第二章　大使館の仕事―――経済協力を中心に―――

術
協
力
・
開
発
調
査
案
件
二
ぐ
ら
い
）
が
東
京
に
送
ら
れ
て
東
京
サ
イ
ド
の
決
定
（
例
年
二
〜
三
月
ま
で
に
）
を

待
つ
こ
と
に
な
る
。
例
年
東
京
で
は
、
次
年
度
予
算
を
勘
案
し
て
、
一
般
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
無
償
案
件
二
件

ぐ
ら
い
と
文
化
無
償
案
件
一
件
な
ら
び
に
技
術
協
力
・
開
発
調
査
案
件
一
件
ぐ
ら
い
を
ニ
カ
ラ
グ
ア
か
ら

提
出
さ
れ
た
リ
ス
ト
の
優
先
順
位
の
高
い
方
か
ら
決
定
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
大
使
館
は
、援
助
案
件
の
選
定
過
程
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

五
　
援
助
実
績

　
日
本
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
対
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
援
助
実
績
は
、
二
〇
〇
六
年
度
末
で
円
借
款
残
高
が
約
二
一
一

億
円
、
た
だ
し
二
〇
〇
四
年
七
月
に
約
一
二
九
億
円
の
債
権
放
棄
が
行
わ
れ
た
。
無
償
資
金
協
力
は
交
換

公
文
ベ
ー
ス
累
計
で
約
六
三
一
億
円
で
あ
る
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
ミ
ッ
チ
以
来
堅
牢
だ
と
い
う
こ
と
で
日
本

の
名
声
を
高
め
た
一
五
の
橋
梁
建
設
（
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
新
た
な
四
橋
の
建
設
が
始
ま
る
）
、
基
礎
教
育
施

設
整
備
計
画
と
し
て
小
・
中
学
校
一
四
三
校
の
建
設
（
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
さ
ら
に
六
五
校
の
建
設
開
始
）
、

グ
ラ
ナ
ダ
の
総
合
病
院
建
設
に
加
え
て
、
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
と
し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
一
二
の
建
設
（
二

〇
〇
七
年
か
ら
は
ボ
ア
コ
総
合
病
院
の
建
設
も
開
始
）
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
水
産
無
償
の
サ
ン
・
フ
ァ
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写真20. 　拘置所改修式典にて

写真21. 　日本から購入した三台の地雷除去機
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ン
・
デ
ル
・
ス
ル
漁
港
建
設
や
文
化
無
償
の
ス
ポ
ー
ツ
機
材
供
与
等
も
入
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
中
心
と
し
た
技
術
協
力
は
、
二
〇
〇
六
年
度
末
累
計
で
、
研
修
員
受
け
入
れ
一
〇
〇
二
人
、

専
門
家
派
遣
二
八
五
人
、
調
査
団
派
遣
九
八
五
人
、
機
材
供
与
一
〇
・
八
億
円
、
青
年
海
外
協
力
隊
派
遣

三
九
六
人
、
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
二
一
人
と
な
っ
て
お
り
、
総
額
で
約
一
五
九
億
円
に
上
る
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
て
ノ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
無
償
と
貧
困
農
民
支
援
を
利
用
し
て
ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
が
積
み

立
て
た
「
見
返
り
資
金
」
に
よ
っ
て
、
毎
年
数
億
円
の
経
済
・
社
会
開
発
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
資

金
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
の
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
側
と
協
議
し
て
使
用
さ
れ
同
国
の
開
発
に
非
常
に
貢
献

し
て
い
る
。
例
と
し
て
、
マ
タ
ガ
ル
パ
市
の
最
高
裁
判
所
建
設
や
警
察
署
の
拘
置
所
改
修
（
写
真
20
）
は
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
連
し
て
複
数
年
度
に

わ
た
り
一
〇
億
円
弱
が
使
用
さ
れ
た
。
人
間
の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
は
、
対
人
地
雷
除
去
作
業
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
お
い
て
三
台
の
地
雷
除
去
機
を
購
入
（
写
真
21
）
し
た
が
、
除
去
作
業
関
連
費
用
を
含
め
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
全
体
で
総
額
約
六
億
円
が
支
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
太
平
洋
側
と
大
西
洋
・
カ
リ
ブ
海

側
が
陸
路
で
ま
だ
結
ば
れ
て
い
な
い
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
ほ
ぼ
中
央
を
東
西
に
結
ぶ
エ
ル
・
ラ
マ
―
ク
ク
ラ

ヒ
ル
―
ラ
グ
ナ
・
デ
・
ペ
ル
ラ
ス
農
道
建
設
（
全
長
九
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
約
五
億
円
）
が
二
〇
〇
五
年
よ
り

着
手
さ
れ
た
（
写
真
22
）
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
マ
ナ
グ
ア
か
ら
ラ
グ
ナ
・
デ
・
ペ
ル
ラ
ス
ま
で
車
に
よ
り
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写真22. 　エル・ラマーククラ・ヒル―ラグナ・デ・ペルラス農道建設開始

七
〜
八
時
間
で
行
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
農
道
の

経
済
効
果
は
非
常
に
大
き
い
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
見
返
り
資
金
」
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の

開
発
に
役
立
っ
て
い
る
と
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

の
で
あ
る
（
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
、
日
本
以
外
に
米
国
、
カ

ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
が
同
様
の
枠
組
み
を
持
っ
て
い
る
と
聞

い
た
）
。

　
援
助
が
行
わ
れ
る
と
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
起

工
式
、
定
礎
式
あ
る
い
は
竣
工
式
と
い
っ
た
節
目
に

式
典
が
行
わ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
大
統
領
や
大
臣

が
出
席
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
草
の
根
援
助
の
よ

う
に
地
方
が
主
体
の
も
の
は
、
市
長
や
地
元
の
有
力

者
が
出
席
す
る
歓
迎
式
典
が
催
さ
れ
る
。
援
助
を
受

け
る
ニ
カ
ラ
グ
ア
側
も
心
得
て
い
て
日
本
へ
感
謝
の

意
を
込
め
た
式
典
を
上
手
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
。
音
楽
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や
踊
り
が
大
変
好
き
な
国
民
性
な
の
で
、
そ
の
演
出
は
巧
い
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
式
典
に
出
席
す
る

の
も
大
使
の
役
目
だ
が
、
同
時
に
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
（
コ
ラ
ム
３
）
。
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